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■ミッション

■経緯

➢ 昨年から続発するインシデント等や3月の追突事故を受け、交通局は危機的な状況に直面
➢ 今後、市電が真に市民から信頼される公共交通機関となるべく、本プロジェクトを発足

➢ 人・モノ・組織など、交通局の運営に係る全ての分野を立て直し、将来にわたり持続可能な交通局へ生まれ変
わることで、市民・利用者が安心して利用できる熊本市電を再生
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■推進体制

１ 熊本市電 再生プロジェクト
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外部委託

・財源や運行体制の整理

・収支シミュレーション

・これまでの取組の評価

・他事例調査

・対策案（短期、中期、長期）
の提案

・対策に必要なコスト、期間
の整理
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２ 関連予算

■６月補正予算案

① 安全の再構築等検討経費について（業務内容）
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現状分析・課題整理
✓ 交通局の軌道事業を構成する要素（人・モノ・組織等）
の現状分析とあるべき姿を整理

✓ 上記により課題を抽出し、各課題への対応方針（優先
順位、期間等）を整理

対策の検討
✓ 「インシデント等に関する検証委員会報告書」、「九州運
輸局からの改善指示」、「包括外部監査結果報告書」等
への取組状況の整理

✓ 短期、中期、長期の各段階に応じた対策の整理
✓ 対策に要する概算事業費及び期間の整理

経営・運行体制の検討
✓ 持続可能な財源確保策及び運行体制の検討

スケジュール
✓ 6月末～7月末 契約手続き
✓ 7月末～8月上旬 契約
✓ ８月上旬～３月末 検討業務
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② 車両速度計設置経費について

運行速度の目安となる速度計を、
現状 設置されていない車両（２４台）
すべてに設置するもの
（年度内設置完了予定）

【速度計イメージ】【速度計がない車両（例）】【速度計がある車両（例）】

③ 軌道整正経費について

令和７年２月に導入した軌道検測機での測定により、
これまでより細かい間隔での軌道検測が可能と結果、
当初想定より基準を超過する箇所が増加（+７７箇所）
したもの
（年度内工事完了予定）

【軌道整正工事状況】【軌道検測機による検測状況】

④ 軌条更換経費について

令和７年度は、２箇所（市役所前付近、神水渡り線付近）で軌条更換を実施予定
だが、レールを固定する樹脂（海外製）や軌道ブロックの価格が、ウクライナ情勢
や職人不足の影響により高騰したもの
（年度内工事完了予定）

【軌条更換工事状況】 ３
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